
続
く
好
業
績

で
も
賃
上
げ
無
し
？

日
立
労
組
の
今
年
の
春
闘
要
求
は
、
昨
年
に
続
き
賃
上

げ
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
無
し
の
、
「
賃
金
体
系
維
持
」

「
一
時
金
５
．
５
ヶ
月
」
で
し
た
。

日
立
製
作
所
の
今
年
度
の
業
績
見
通
し
は
、
最
終
損
益

２
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
最
終
損
益
２

３
８
８
億
円
に
続
く
好
業
績
で
す
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野

で
は
予
想
を
上
回
る
売
り
上
げ
と
な
り
、
自
動
車
分
野
も

需
要
が
急
回
復
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
要
求
が
無
い
春
闘
に
失
望
感
を
抱
い
た
方
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
電
機
大
手
各
社
が
業
績
見
通
し
を
下
方
修
正
す

る
中
で
日
立
製
作
所
が
２
年
連
続
の
好
業
績
を
上
げ
て
い

る
の
は
、
半
導
体
・
薄
型
テ
レ
ビ
・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
を
は
じ

め
と
し
て
他
社
に
さ
き
が
け
て
リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
を
推

進
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
多
く
の
労
働
者
の
犠
牲
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
企
業
は
貯
め
込
み

労
働
者
は
じ
り
貧

日
本
の
大
企
業
の
内
部
留
保
（
貯
め
込
み
資
金
）
は
現
在

２
６
６
兆
円
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
０
０
年
度
に
は
１
７
２

兆
円
だ
っ
た
も
の
が
こ
の
10
年
間
で
90
兆
円
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
震
災
な
ど
に
よ
り
日
本
経
済
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
１
年
間
で
９
兆
円
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
「
国
際
競
争
の
激
化
」
「
歴
史
的
な
円
高
」
「
欧
州

財
政
危
機
」
な
ど
を
理
由
に
経
営
の
危
機
を
煽
る
一
方
で
、

大
企
業
が
貯
め
込
ん
で
い
る
資
金
は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
２
０
０
０
年
に
は

４
６
１
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
２
０
１
０
年
に
は
４
１
２
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
で
50
万
円
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

正
規
・
非
正
規
と
も
に

必
要
な
額
の
賃
上
げ
を

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
も
大
き
な
課
題
で
す
。
正
社

員
と
同
じ
よ
う
に
働
く
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
が
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
事
が
、
正
社
員
の
賃
金
抑
制
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
、
生
活
に
必
要
な
額
の
賃

上
げ
が
必
要
で
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
被
災
地
支
援
の
活
動
に
参
加
し
、
人
々
が
助
け
合

う
事
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
私
達
働
く
者
も
、
労

働
条
件
・
生
活
向
上
の
た
め
に
共
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

＜発行＞
２０１２年３・４月
第１９４号

日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田)
ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

働く者の連帯で 目指そう賃上げ

働 きが い の あ る人 間 ら し い仕 事 を

(注)内部留保額は「2012年国民春闘白書」、民間平均賃金は国税庁「民間給与実態統計調査」から

2012年1月17日(火)付「しんぶん赤旗」報道を元に作成



労労労労
働働働働
条条条条
件件件件
のののの
見見見見
直直直直
しししし
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

現
在
会
社
と
組
合
で
労
働
条
件
の
見
直
し
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
が
提
示
し
て
い
る
見
直
し
案
は
、
元

（
日
立
情
報
）
と
元
（
電
サ
）
の
制
度
の
う
ち
、

条
件
の
低
い
方
を
採
用
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、

住
宅
手
当
や
業
務
手
当
、
社
宅
を
廃
止
す
る
等
、

全
体
と
し
て
労
働
条
件
を
引
き
下
げ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
組
合
か
ら
は
「
制
度
見
直
し
に
よ
っ

て
総
額
人
件
費
が
減
少
し
な
い
こ
と
は
確
認
し

て
い
る
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
手
当
を
廃
止
し
て
も
人
件
費
は
減
ら
な
い
」

と
い
う
話
に
は
具
体
的
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

「
住
宅
ロ
ー
ン
や
子
供
の
学

費
の
支
払
い
が
あ
り
、
手
当
が

廃
止
さ
れ
る
と
非
常
に
生
活
が

苦
し
く
な
る
」
と
い
う
切
実
な

声
が
ど
こ
の
職
場
か
ら
も
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）

作作作作
業業業業
量量量量
のののの
減減減減
少少少少
でででで
不不不不
安安安安
なななな
日日日日
々々々々

景
気
の
低
迷
・
円
高
・
設
備
投
資
の
抑
制
の

影
響
な
ど
で
２
０
１
２
年
の
作
業
量
が
減
り
派

遣
社
員
な
ど
に
は
次
の
様
な
声
が
出
さ
れ
動
揺

が
あ
り
ま
す
。

「
契
約
更
新
の
時
期
が
近
ず
く
と
不
安
で
気
持

ち
が
落
ち
着
か
な
い
」
「
３
月
以
降
不
安
だ
っ

た
が
再
契
約
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「
今
さ
ら

別
の
仕
事
は
や
れ
な
い
、
今
の
仕
事
が
や
り
た

い
」
「
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
派
遣
社
員
の
不
安
な

気
持
ち
が
少
し
分
か
っ
た
気
が
す
る
」

現
役
組
も

「
人
は
減
ら
さ
れ
て
も
補
充
な

く
、
仕
事
が
増
え
る
」
「
給
料

は
増
え
な
い
が
、
た
だ
働
き
と

疲
労
が
増
え
る
」

こ
ん
な
働
き
方
で
よ
い
仕
事

は
出
来
ま
せ
ん
、
健
康
面
に
も
問
題
で
す
。

（
日
本
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

「「「「
社社社社
員員員員
登登登登
用用用用
へへへへ
のののの
道道道道
もももも
」」」」

そそそそ
れれれれ
っっっっ
てててて
本本本本
当当当当
でででで
すすすす
かかかか
…………

昨
年
末
、
そ
し
て
年
明
け
と
職
場
に
多
く
の

派
遣
社
員
の
姿
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
震
災
復
興
に
よ
る
国
内
需
要
増
に
よ
る
生

産
拡
大
計
画
に
見
合
っ
た
人
員
確
保
に
よ
る
も

の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
し
た
職
場
に
若
い
労
働
者
を
中
心
と

し
た
新
た
な
存
在
は
一
見
、
新
鮮
で
す
が
、
非

正
規
と
呼
ば
れ
る
派
遣
労
働
の
当
事
者
達
は
、

「
時
給
は
ち
ょ
つ
と
高
い
が
工
機
の
仕
事
は
キ

ツ
イ
、
体
力
的
に
大
変
だ
。
以
前
も
派
遣
で
来

て
い
た
が
人
が
減
ら
さ
れ
て
い
て
毎
日
パ
ニ
ッ

ク
状
態
だ
。
工
機
社
員
登
用
も
あ
り
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
い
つ
切
ら
れ
る
か
の
方

が
不
安
だ
。
会
社
前
の
ビ
ラ
で
誰
も
が
時
給
百

円
ア
ッ
プ
と
書
い
て
あ
っ
た
が
我
々
の
さ
さ
や

か
想
い
だ
」
な
ど
と
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

社
長
方
針
で
は
世
界
ト
ッ
プ
３
へ
の
挑
戦
、
人

材
育
成
な
ど
言
っ
て
ま
す
が
、
非
正
規
・
派
遣

労
働
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
日
立
工
機
）

不不不不
安安安安
とととと
怒怒怒怒
りりりり
がががが
いいいい
っっっっ
ぱぱぱぱ
いいいい

08
年
２
月
に
「
（
コ
ン
シ
）
Ａ
Ｖ
事
業
再
建

計
画
」
が
出
さ
れ
て
大
量
の
人
減
ら
し
が
行
な

わ
れ
て
以
来
、
た
び
重
な
る
構
造
改
革
や
09
年

７
月
の
分
社
化
で
や
っ
と
黒
字
化
を
達
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
会
社
は
今
年
の
１
月
に
な
っ

て
突
然
、
テ
レ
ビ
事
業
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

門
の
日
立
Ｃ
Ｍ
グ
ル
ー
プ
へ
移
管
す
る
と
の
発

表
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、

「
10
年
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
追
い
風
と
な
り
、

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
へ
の
切
替
需
要
が
大
き
く

な
る
な
ど
で
大
幅
な
需
要
増
が
生
じ
て
価
格
競

争
が
激
化
し
、
想
定
を
上
回
る
売
価
ダ
ウ
ン
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
、
テ
レ
ビ
事
業
の
悪
化

を
招
い
た
」
と
日
立
労
組
横
浜
支
部
に
説
明
し

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
経
営
の
失
敗
と
言
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

職
場
で
は
、
労
組
へ
の
申
入
れ
か
ら
１
か
月

以
上
経
っ
て
も
自
分
が
ど
う
な

る
の
か
も
分
か
ら
ず
、
さ
ら
に

春
闘
の
交
渉
で
軽
量
化
施
策
の

会
社
提
案
が
出
さ
れ
て
、
再
び

不
安
と
怒
り
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
日
立
コ
ン
シ
）

●●●●『『『『今今今今年年年年ののののススススキキキキーーーー場場場場』』』』

今年は大雪の影響でスキー場の雪も多いようです。

先日、福島のスキー場に行ってきたのですが、スキー客が多く高速

道路の渋滞につかまり、予定よりも到着が遅れてしまいました。着いた先は

一面銀世界でした。ホテル付近で地元の友人が「こんなに多く積もったこと

はない」と言っていました。また、雪の事故に気を付けなければいけません。

車で移動する場合はスタッドレスタイヤを履くのはもちろんですが、運転中

に視界が真っ白になる事もありますので、余裕を持った運転を心掛けたいで

す。雪崩や雪下ろし中の事故も報道されています。大雪のピークは早く過ぎ

てほしいものです。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

電 機 ・ 情 報 ユ ニ オ ン が
「 1 2 春 闘 方 針 」 発 表

電機・情報ユニオンは、「２０１２年

春闘方針」を発表しました。結成後初め

て取組む12春闘を、「働いて人間らしい

生活が保障される社会をめざそう」をス

ローガンに、労働者の切実な要求で団結

して要求前進をめざすという労働組合の

原点を大切にしながら、内需中心の経済、

震災復興などの国民的課題に、全労働者

との連帯と国民諸階層との共同で、積極

的に取組むとしています。

また、電機や情報サービス産業の大手

のパナソニック・ソニー・リコー・ＮＥ

Ｃ・日立・東芝などで行っている人減ら

しリストラに反対の旗を高く掲げて、

「違法なリストラは止めよ」「地域経済

を守れ」等の宣伝行動を全国各地の工場

門前や主要駅頭で行っています。

電機・情報ユニオンは、電機・情報関

連産業で働く労働者に、「一人でも入れ

る電機・情報ユニオンに加入し、春闘を

大きく前進させ、生活と権利を守りましょ

う」と呼びかけ

ています。

（春闘方針は、

電機・情報ユニ

オンＨＰに掲載

される予定です）

働いて人間らしい生活が保障される
社 会 を め ざ そ う


